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　なかなか収束しない新型コロナウイルス感染症ですが、当連盟事業では万全な感染予防対策を
続け、これまで全ての計画を安全に実施してきました。理事の年度変更では、前副会長兼広報部
長の中島正夫先生が任期満了で退任され顧問に就任。連盟叩き上げの若手3人が理事に新任する
新体制となりました。特許庁に出願した制定刀法は本年2月1日に商標登録され、唯一無二の刀
法として連盟の大会や講習会で発揮されています。連盟の規約と教本の一部改正に伴い、その改
正版を新たに発行しました。またコロナ後を見据えて世界に羽ばたく計画も順調に進んでいま
す。尚、会報65号より広報部長小林克己先生が担当します。長期間に渡り会報発行にご尽力さ
れた、前広報部長中島正夫先生には心より感謝申し上げます。　　　　　　　　会長　菅野　茂

　連盟創立31年を迎え、本連盟「第31回　日本抜刀
道連盟　全国大会」が令和4年8月6日（土曜）、神奈
川県立武道館に於いて、全国より集った選手、役員、
約70名にて、盛大に開催された。例年、全国大会は
10月に開催されているが、会場となる神奈川県立武
道館の改修工事のため、8月に繰り上げての開催と
なった。
　
　開会式は、「この一年の稽古の成果を発揮し、奮闘
を期待する」と、大会実行委員長　藤田僚先生（事務
局長）の開会宣言にて幕を開けた。
　大会顧問　中世古勝司先生（連盟相談役）からは
「制定刀法は互角の腕を持つ武士同士の真剣勝負を想
定しており、日頃の稽古においても、その事を念頭
に、教本を理解してほしい。本日は稽古の成果を存分
に発揮してほしい」との挨拶を行った。
　大会会長　菅野茂先生（連盟会長）からは「例年と
違い、今年の大会は、夏の暑さの中での大会であり、

熱中症に十分注意し、またコロナ感染症対策を各自、
万全に行い、試合に望んでほしい」との挨拶を行っ
た。
　功績者ならびに功労者表彰が行われ、連盟創立より
広報部長、連盟副会長を歴任された中島正夫先生（連
盟顧問）に功績賞が、高齢者の特性に合わせた稽古指
導で連盟の発展に寄与された大谷康裕先生（武徳塾支
部長）に功労賞が、それぞれ授与された。
　優勝旗返還　成田英右（東京英信館）、選手宣誓　
山口達弘（英明会）、露払い　境泰雅（教務部長）、
連盟組太刀は、打太刀　城谷光俊（武相会）と仕太刀
　猪膝武士（武相会）にて執り行れ、試合開始となっ
た。

　試合は段位別の「制定刀法形の部」から始まり、無
段・初段、二・三段、四・五段の段位別に行われ、決
勝戦では礼法から始まる、緊張感のある試合となっ
た。午後からは「制定刀法実技の部」から行われ、形
の部と同様、段位別に試合が行われた。形の部とは違
い、六・七段の試合も行われ、白熱した試合が続い
た。最後に団体戦が行われ、大会は大いに盛り上がっ
た。

　閉会式では、各試合の表彰が行われ、最後に中島正
夫先生（連盟顧問）より「正統抜刀道」を後世に残す
べく、稽古と研鑽を続けましょう。との挨拶を頂き、
閉会となった。

　最後に、連盟活動と大会を応援下った名誉会長岡田
広先生を始め、御来賓の各先生方に感謝と御礼を申し
上げます。また、コロナ禍の中、全ての選手、役員が
一丸となって準備、進行を行い、大会が無事終了した
ことにも感謝申し上げます。

次のステージへステップアップ

第31回　日本抜刀道連盟　全国大会が開催されました。

◆大会会長挨拶：菅野茂　連盟会長
御来賓、役員、選手への感謝と、2月に商標登録
された制定刀法の意義を述べられた。



ー　２　ー

◆第６５号◆
（P-2）

◆閉会の挨拶　中島正夫顧問
　若い世代へ正統抜刀道の意義を
語り、会員の結束により、連盟の
繁栄を呼びかけた。

◆日本抜刀道組太刀　打太刀：城谷光俊（五段・武相会）
　　　　　　　　　　仕太刀：猪膝武士（六段・武相会）

◆団体戦　優勝　中倉旗
　優勝は志成会Aチーム！

◆団体戦　決勝戦：決勝戦は審判員五名にて行われる。　赤：英明会A（増田幸弘・稲垣達哉・佐藤亜里香）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白：志成会A（庄司一憲・山下秀造・長野宏治）

功績賞

中島正夫　86歳
顧問、前理事副会長(兼)広報部長 
範士九段
連盟創立以来、最も優れた功績を
残し多大な尽力をされました。

功労賞

大谷康裕　80歳
武徳塾支部長
五段
高齢者の特性に対応した指導で
連盟の発展に寄与されました。

功績賞・功労賞、表彰者

発行：一般財団法人　日本抜刀道連盟
企画・構成・編集：広報部連盟会報

第31回 日本抜刀道連盟全国大会、順位表
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　青葉が香り心地よい初夏となった、5月15日（日）14時か
ら、本連盟の定期総会が東京都港区の生涯学習センターに於
いて開催され、総会議事は活発な意見交換の中で滞りなく進
められ議事は全て承認された。
■出席理事、役員、支部長…21名、委任状…20支部
◆議事および報告　議長　会長　菅野　茂
①令和3年度事業報告…事務局長　藤田　僚
②令和3年度会計報告…会計　関口　勝
③監査報告…監査　奈良　武
④令和4年事業計画…事務局長　藤田　僚
⑤令和4年度会計予算…会計　関口　勝
⑥その他　事務局からの報告…事務局長　藤田　僚
　・東京大会の役員と参加者申し込みについて
　・「制定刀法」の商標登録について
　・教本並びに規約の一部改正について

　当連盟では「制定刀法」の商標登録を特許庁に出願し、審
査を経て今年２月１日に登録された。これにより制定刀法は
唯一無二の刀法であると共に権利が守られ保護され、当連盟
会員以外は許可なくして使用することを固く禁ずるものであ
る。しかしながら某団体では、当連盟制定刀法を無断で使用
していたため、直ちに中止の通知書を当連盟顧問弁護士より
送った旨の報告が、監査奈良先生並びに菅野会長よりあった。
　教本について、一部、表現方法や解り難い表現について、
その所作変更を行い改正に至ったと境教務部長より説明があ
り、詳しい内容は5月29日東京武道館での制定刀法伝達講習会
で指導していくとの報告があった。また改正した教本は新た
に発行し、講習会やホームページ通販で販売する。
　連盟規約について、約款の規約施工に合わせて修正と一部
変更になった個所があり、改訂を行った旨の説明があった。
改訂された規約は新たに発行され総会出席者に配布された。
　その他、事務局からの報告では、事務手続きや大会をス
ムーズに行うためのアイデアや、会員を増やすための話し合
いなど活発な意見交換が行われ、出席者の自己紹介を最後に
16時に終了した。

　令和４年5月29日（日）、制定刀法講習会と審判講習会が東京武道館
第二部道場にて、役員、講師、受講生合わせて約40名の参加者により開
催された。
◆制定刀法伝達講習会
　境教務部長が新教本に基づき刀法所作の「要義・理合・動作」につい
て講習を行った。後半は段位別に３班に別れ、菅野会長、境教務部長、
柴田教務部次長が講師となり、受講者に対し、グループまたは個別指導
を丁寧に行われた。
◆審判講習会
　14時より境教務部長の指導による審判講習会が行行われた。五段以上
を審判員、それ以外は選手として、ダンボール仮標を用いた模擬試合に
よる審判実技講習となった。旗の上げ方や呼び出しなどのジェスチャー
講習が行われた。
　閉会式では、菅野会長より、講習内容を各支部に持ち帰り稽古を行い、７月３日の東京大会、８月６日の全国大会で成果を発
揮してほしいとの挨拶で閉会となった。

2022年度　定期総会開催。

新理事の紹介

制定刀法伝達講習会、並びに審判講習会が開催。

理事・事務局長
藤田　僚　　43歳
2010年　台湾支部
に入会
2012年　東京英信
会支部に移籍
五段
事務局員、2020年
事務局次長。本年
事務局長に就任

理事・広報部長
小林克己　　49歳
2007年　埼玉尚武舘
支部に入会
現埼玉尚武舘支部長
六段
事務局員、広報部
員、2020年広報部次
長。本年広報部長に
就任

理事・教務部次長
柴田輝久　　42歳
2006年　千葉支部に
入会
2015年  東京道場支
部に移籍
2020年　英明会支部
に移籍、現支部長
錬士六段
教務部員、2020年教
務部次長に就任

令和4年5月15日の理事会、評議員会にて3名の新理事が選任され就任しました。

●一般財団法人日本抜刀道連盟
　商標登録第 4802625 号

●制定刀法
　商標登録第 6507098 号
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初段　孫方殷　　 29　台北  
初段　原　 良輔　30　英明会　
初段　榎　 正乃　41　英明会
初段　小倉健雄 　42　英明会
初段　丸山貴文 　46　英明会　
二段　林右琮　　 24　台北
二段　中村　 智　42　士成会
二段　三上鉄男 　52　埼玉武蔵会
二段　稲垣達哉 　59　英明会

二段　長津早苗 　73　埼玉武蔵会
三段　髙莉荃　    39　台南　
三段　郭嵐欣　　 46　台北　
三段　鄭昭楠　　 50　台北
三段　陳義升　    51　台北
三段　曽章原　 　53　台北　 
三段　蒋蔚麟　　 58　台北　
四段　稲田雄輔 　38　讃岐 
四段　山口達弘 　37　英明会

四段　藤田良治　41　武徳塾　
四段　杉田秀幸　51　埼玉武蔵会
五段　秋山和代　70　武徳塾　

六段　成田英右　47　東京英信会
六段　猪膝武士　50　武相会
六段　藤原弘通　64　八千代
範士　桶田正信　74　英信館

令和4年度前期　段位合格者
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広報部長・小林克己
部員・増田幸弘・庄司一憲・Wayne Chou
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　関東などは例年の7月中旬を待たず早めに梅雨明
けした東京武道館(東京都足立区)で、7月2日(土)第
7回東京大会が、連盟の関東地区など14支部から
の、参加選手60名により盛大に開催された。 
　大会会長 岡本光正先生の挨拶と審判長 境泰雅先
生から注意事項があり、模範演武では 柴田輝久錬
士六段の露払いに続き、連盟組太刀では打太刀城
谷光俊、仕太刀猪膝武士による堂々とした演武が
行われた。 
　競技は連盟の「制定刀法形の部」から始まり、2
人1組によるトーナメント方式で、勝敗は3名の審
判員の多数決により決まり、無段初段、二三段、
四五段、六七段に分かれて指定技1本で競い合っ
た。午後からは「実技の部」で1枚の古畳表を巻い
た仮標を、指定技で斬る競技で技の正確さだけで
はなく、斬る位置、斬る角度、さらに所作や残心
まで判定して勝敗を決めるような、見応えのある
試合となった。3試合目は先鋒、中堅、大将からな
る「団体戦」で10チームが競った。 次は東京大会
の経験を下に8月6日(土)開催の、第31回全国大会で
は殊勲賞文部科学大臣を競う白熱した試合展開が
期待される。

第7回日本抜刀道連盟東京大会の開催

◆決勝戦の審判

◆参加者記念撮影

◆
大
会
会
長
、
岡
本
光
正
先
生
の
挨
拶

第７回 日本抜刀道連盟東京大会、順位表


